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一般社団法人 宮崎県工業会

■『Ｅメールアドレス』　登録票提出のお願い！
工業会事務局からの広報（Information）等の情報発信の
手段について、Ｅメール利用に切り替えたいと存じます。
情報化の環境を整備し、諸情報の提供や調査（行政からの
依頼含む）等をタイムリーにかつ円滑に行えるよう、全会員
様に登録のご協力をお願いしています。
登録票のご請求は工業会事務局（mia@mia.or.jp）までEメー
ルにてご連絡ください。

≪登録してほしいアドレス≫
　●代表アドレス・・・・1件
　●個人アドレス・・・・複数登録可

≪発信の想定≫

■『会員企業ＰＲ誌』第8号　原稿募集中！
2021 年 1月版（掲載無料）を発行します。

清本英男副会長 ( 清本鐵工㈱代表取締役会長 ) が 6 月 10 日
ご逝去されました。
清本副会長は、宮崎県工業倶楽部（現 宮崎県工業会）の設立

時より副会長として本会の礎を築いていただくとともに、県北地区
のみならず本県の工業振興に多大なる貢献をいただきました。
ここに、謹んでお悔やみ申し上げます。

会員拡大運動展開中
企業情報や企業をご紹介ください。

情報の種類 送信先
広報「MIA Information」ほか
・セミナー、講演会等情報
・補助金等情報
・会員企業からのお知らせ　など

代表アドレス
個人アドレス

アンケート調査や依頼事項などに
関わる内容

代表アドレス

いま、病気療養のための休暇が必要とされています
近年の医療技術の進歩により、これまでは治らないとされてきた疾病が治るようになる一方で、
長期にわたる治療等が必要な疾病やメンタルヘルス上の問題を抱えながら、職場復帰を目指して
治療を受ける労働者や、治療を受けながら就労する労働者の数が増加しています。
こうした労働者をサポートするため、
●治療・通院のための時間単位や半日単位で取得できる休暇制度
●年次有給休暇とは別に使うことができる病気休暇制度
●療養中・療養後の負担を軽減する短時間勤務制度
等を導入することの必要性が高まってきています。

〇新たな休暇制度等の導入に当たって「働き方・休み方改善コンサルタント」によるコンサル
ティング、就業規則の整備支援等を無料で実施しています。
〇病気休暇等の特別休暇の新たな導入に要する費用の一部を助成する「働き方改革推進支援助成
金（労働時間短縮・年休取得促進支援コース）」を中小企業事業主に支給しています。

詳しくは、宮崎労働局 雇用環境・均等室（０９８５－３８－８８２１）までお問い合わせ下さい。

* 新規掲載をご希望
　➡Ａ4用紙の1/6 ～ 1/8 程度を目安に原稿作成しメール
　　送信ください
*既掲載の改正や見直しをご希望
　➡改訂した原稿をメールで送信ください
*原稿締切：2020年 11月30日（月）まで
*第 7号掲載企業数：37社（工業会HPからご覧いただけます）
【送付先・問合せ】
工業会事務局　担当：羽生
E-mail :  hanyu@mia.or.jp　　ＴＥＬ : 0985-65-6639

王子エンジニアリング㈱日南事業部
■登録者／事業部長　神　雅美
■〒887-00031 日南市大字戸高 1850
■ＴＥＬ／ 0987-23-7701
■ＦＡＸ／ 0987-22-2056
■ＵＲＬ／ http://homepage.ojieng.co.jp/　

王子グループの工場設備の操業を担うエンジニアリング
企業として、総合的な技術と経験を活かし、お客様の
事業構築・設備計画・設計・調達・建設から総合支援、
メンテナンスまでトータルに最適化し、幅広いニーズに
お応えします。

事業PR

県 南

【旭日単光章　中小企業振興功労】受賞
　■冨吉　博文氏（㈱サニー・シーリング　代表取締役会長）
2005 年～ 2016 年にシール、ラベルなどの印刷を手掛るサニー・シー
リングの社長を務め、技術開発に尽力されたことが国内外で高く評価され
たものです。
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■ご挨拶

■第28回定時総会

■第1回・第2回理事会

■新役員体制

■副会長就任ご挨拶

■第28期（令和2年度）事業計画

■第27回みやざきテクノフェア

■新規会員企業紹介

■会員企業受賞及び表彰者のご紹介

■工業会事務局からのお知らせ

　・Eメール登録票提出のお願い

　・会員企業PR誌（原稿募集）

■インフォメーション

ご挨拶

会員の皆様には平素から宮崎県工業会の運営に多大なご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上
げます。
本年は東京オリンピック・パラリンピック開催が予定され、この８月などはまさに各種競技の真
最中であったはずですが、想定外という言葉では言い表せないほどの大きな変化に見舞われるこ
とになりました。最初は中国の、それも一地域での事象という認識であったものが、ここまで世界的
に急速かつ深刻な広がりを見せ、東京オリンピックの中止や全国緊急事態宣言に至るなどという
状況は、つい半年ほど前には誰も想像すらできなかった、まさに未曽有の事態と言えます。
急激な感染拡大に対し、国や各地方自治体等もまずは爆発的感染、医療崩壊の回避を最優先

として、各種の自粛要請を含む緊急事態宣言を発動し、その結果「ロックダウン」「巣籠もり」という
言葉が一般的になるほど、我々の仕事や生活も変化や制約を余儀なくされることとなりました。本
会の活動におきましても、６月に予定しておりました定時総会を始め、多くの会議、行事が中止、延
期、あるいはWeb開催という対応となりました。
緊急事態宣言は5月末には解除されましたが、これは新型コロナウイルス問題の収束ではなく、

ウイルスとの長期戦を前提に、「爆発的感染、医療崩壊を避けるための自粛」という緊急対応の時
期から、「再流行リスクを避けつつ、経済活動も回す（いわゆるwithコロナ）」の時期に移行したとい
うことと認識すべきと思います。ある意味、自粛一辺倒よりも、さらに難しい課題に取り組むという
ことかと思います。
近年の課題である、自然災害についても、これから豪雨、台風のシーズンを迎えることになり、新
型コロナウイルス対策とともに、事業運営においては、気を一層引き締める必要がある状況と考え
ます。
本会と致しましては、新型コロナウイルスの対応も含め、会員相互の連携や、情報の共有化をよ

り強化するとともに、行政機関等への要望、提言などの活動にも積極的に取組み、会員の皆様を支
援していきたいと考えております。
新型コロナウイルス問題を契機に、東京等大都市圏への一極集中の見直し、地域への分散等、
危機を乗り越えた後には地域としての色々なチャンスも生まれてくると思います。
本会の本来のミッション、従来からの課題である、地域産業振興、人財の育成等につきましても、
withコロナ、afterコロナへの対応を視野に入れ、制約の中でも新たな視点、工夫を取り入れなが
ら、引き続き注力をしていく所存ですので、皆様には今後とも本会の活動へのご理解、ご協力をお
願い申し上げます。
最後に、厳しい状況の中ではありますが、会員ならびに関係者の皆様のご健康とご安全を心より
祈念し、私の挨拶とさせて頂きます。

一般社団法人　宮崎県工業会　　　　　　　
　会　長　濱井　研史　　

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
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■第 28 回定時総会
第28回定時総会は、6月1日、宮崎観光ホテルにて開催。今回は、
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、出席者は本部役員に
限定し、他の正会員への書面表決の結果と合わせ審議し、議案の
とおり可決されました。
＊例年総会後引き続き開催の宮崎県産学官交流会・懇親交流会は、
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止といたしました。

《審議結果》
正 会 員 数：232社（2020年 6月 1日現在）
出席会員数：211社 出席役員 ＝15社
 議決権行使社数＝196社
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副会長に就任いたしました中内でございます。本年４月に王子
製紙㈱日南工場長として、赴任して参りました。前任地は北海道
の苫小牧工場で、本社勤務を挟んで延べ二十年北海道で勤務い
たしました。九州での勤務は初めてになりますが、物作りに北も
南もございませんので地区部会の企業の皆様と連携し、工業会
の発展に精励いたす所存でございます。会員の皆さまのご指導ご
鞭撻の程よろしくお願いいたします。

コロナ禍対策、気象変動への対応、グローバル化、少子化、ICT
の早期取り込み、都市部と宮崎をまたいだ「２地域住居・就労」促
進など、課題山積となっていますが、清本前副会長の地域活性化
への熱意を引き継いで取り組んで参ります。地域を活性化するに
は、この地に住む我々が、まず宮崎を知り、好きになり、この地に
住む事に自信と誇りを持つ事が原点かと思います。皆様と共に、
工業会を通じて、より住み心地の良い宮崎にして参りたいもので
す。

王子製紙㈱　執行役員　日南工場長　
中内　一裕氏　　

吉玉精鍍㈱　代表取締役社長

吉玉　典生氏　　

議　案 賛 否

【第１号議案】
平成 31年度事業実績及び収支決算 211 社 0社

【第２号議案】
令和 2年度事業計画 (案 ) 
及び収支予算 (案 )

211 社 0社

【第３号議案】役員任期満了による改選 211 社 0社

■新役員体制 ■副会長就任ご挨拶
会　　長 濱井　研史 （旭化成㈱　専務執行役員延岡支社長）

副 会 長 森田　邦宏 （㈱モリタ　代表取締役会長）
 石田　博一 （住友ゴム工業㈱　宮崎工場長）
 中内　一裕 
  （王子製紙㈱　執行役員日南工場長）
 吉玉　典生
  （吉玉精鍍㈱　代表取締役社長）

専務理事 山本　卓也 （（一社）宮崎県工業会　専務理事）

理　　事 脇田　昭治
  （旭有機材㈱　管材システム事業部管材製造所次長）
 川野　幸三 （㈲アトリエグローバル　代表取締役社長）
 島原　俊英 （㈱MFE　HIMUKA　代表取締役社長）
 渡邊眞一郎 （京屋酒造㈲　代表取締役）
 船ヶ山保幸 （㈱共立電機製作所　代表取締役副社長）
 江夏　順行 （霧島酒造㈱　代表取締役社長）
 甲斐　稔康 （㈱興電舎　代表取締役）
 冨吉　博文 （㈱サニー・シーリング　代表取締役会長）
 山田　孝典 （㈱山洋製作所　代表取締役社長）
 水浦　雅之 （㈱デンサン　取締役副社長）
 橋本　佳隆 （㈱ニチワ　代表取締役社長）
 髙橋　　登 （㈱ホンダロック　代表取締役社長）
 奥園　修一 （南九州化学工業㈱　代表取締役社長）
 橋口　光雄 （宮崎ガス㈱　代表取締役社長）
 仙臺　真理 （宮崎高砂工業㈱　代表取締役社長）
 井上　　透 （宮安電機㈱　代表取締役社長）
 松田　　哲 （安井㈱　代表取締役社長）

監　　事 松田　　清 （㈱池上鉄工所　代表取締役社長）
 滝澤　次郎 （㈱フェニックスシステム研究所
     代表取締役社長）

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

■第 1回・第 2回理事会
◆第１回理事会を 5 月 15 日に開催。第 28 回定時総会に諮る議
案並びに諸規定の改定について審議し、提案どおり承認されまし
た。また、定時総会の開催方法を協議し、出席者を限定し、書
面表決による開催することとしました。

◆第２回理事会を、6月1日定時総会後に開催し、会長（代表理事）、
副会長、専務理事（業務執行理事）の選任を行い、新たな役員
体制を決定しました。

　　また、会員へ実施したアンケート結果、飛翔会活動、コロナ関
連への対応などついて、出席者役員から意見をいただき、今後の
進め方等を協議しました。

①アンケート結果：見える形で会員の要望を残していきたい。そ
の為に「工業」の認知度向上・存在感をアピールすることを含め、
回答の多かった「人材育成・確保」に焦点をあて、提言・要
望内容をまとめていく。

②飛翔会活動：次を担う経営者の育成は重要との共通認識のも
と、活動活性化への工夫を探る。

③コロナ関連：経済的支援がメインとなっているが、「工業」に
携わっている業界として何が必要なのか意見を取りまとめ、行
政への要望活動を進めていく。

■第 28 期（令和 2年度）事業計画
Ⅰ．提言・要望活動
 ・みやざき工業振興交流懇談会開催（知事、県商工観光労働部との工業関連の施策全般に関しての要望、意見交換会）

Ⅱ．人材育成・確保に関する事業
 ・ものづくり現場改善コース（第 17期）開催
 ・産学連携による次世代人財育成への取り組み ①「企業との協働型人材育成事業」の取組み（宮崎県より事業受託）
  ②工業高校工業部会との連携による人材育成・確保の取組み　推進
 ・その他、研修会・講演会等の開催　～　新人･若手社員研修会　等

Ⅲ．経営基盤強化に関する事業
 ・第 27回みやざきテクノフェア開催　～　2020年 10月23日（金）～ 24日（土）／宮崎県体育館
 ・｢自動車関連産業取引拡大推進事業｣の取組み（宮崎県より事業受託）
 ・｢延岡の産業支援キーパーソン展開事業｣の取組み（延岡市より事業受託）
 ・「５Ｓ」「見える化」専門家派遣事業の実施　
 ・会員企業社員表彰制度の実施（優良従業員特別表彰、定時総会にて表彰）
 ・みやざき飛翔会（若手の会）の活動検討

Ⅳ．交流・連携に関する事業（産学官、会員間等）
 ・宮崎県産学官交流会開催
 ・工業会交流会（第 54回）開催（幹事：県北地区）
 ・大学・高専等との連携事業推進　～　企業フォーラム、科学フェスティバル等への協力支援　など
 ・行政及び諸団体の事業との連携活動　～　県の諸施策との連携及び諸組織・会議への参画

Ⅴ．広報活動
 ・諸機関情報の提供活動：「MIA Information」の発信等
 ・機関誌「こうぎょう」の発行　～　No.76 号（夏季号）、No.77 号（新春号）
 ・会員企業ＰＲ誌の発行（改訂）
 ・情報提供手段、内容の充実化　～　諸情報のEメール配信化推進、他機関情報の収集、情報提供の充実化

Ⅵ．関連活動
 ・会員拡大活動　～　正会員　2019年度末　233社　→　目標　245社（15社増）

■第 27 回みやざきテクノフェア

小間No
. 社名

サイドパネル

サイドパネル

約900
約 2,000

約 2,200

約
2,200

出展小間料

小間サイズ

パネル材料

標準付属品

工業会会員・団体等＝１小間 55,000 円（税込）
会　員　外　企　業＝１小間 88,000 円（税込）
※２小間目からも上記１小間分の小間料を負
担いただきます。

１小間＝間口約 2,200mm×奥約 2,000ｍｍ

木製・加工紙貼り
※画鋲の使用可　※釘・テープ類は使用不可

①社名板（小間No. 入）：１枚
②100Ｖコンセント：２口（１小間につき）
③展示用テーブル（白布付き）　
　（W180xD450xH700）：１台
④パイプ椅子：２脚

【  募集要項・仕様（基礎使用）】

●8月上旬 実行委員会（第2回）
●８月21日 出展申込一次締切
●９月上旬 実行委員会（第3回）
●９月上旬 現地説明会（於：宮崎県体育館）
●9月4日 出展申込最終締切
●10月上旬 実行委員会（第4回）
●10月9日頃 出展者への小間配置連絡
●10月23日～24日 テクノフェア　開催

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆出展者募集中！

◆◇　　 開催までの主なスケジュール  　◇◆

…

　
…

…

…


